
 ６月25日、市議会文教経済委員会

は、議会で議論された市内の所管現

場を視察しました。 

 高田城枡形土塁は、高田城の正面

入口にあったものですが、

正確な位置や規模、構造な

どを明らかにするため、発

掘が続けられています。 

 国営関川用水土地改良事

業は、笹ヶ峰ダムの改良な

どを含め、130億円の大規

模事業です。 

 牧区棚広の県営中山間地総合整備

事業は、この３月竣工し、美田が広

がっています。 

 

核
兵
器
ゼ
ロ
を
訴
え
、
８
月
の
ヒ
ロ

シ
マ
を
め
ざ
し
て
全
国
を
歩
き
通
す

｢

国
民
平
和
大
行
進｣

が
、
今
年
も
６
月

27
日
に
上
越
市
を
縦
断
し
ま
し
た
。 

 

前
日
に
は
、
柏
崎
市
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
の
引
き
継
ぎ
集
会
を
行
い
、
北
海
道

か
ら
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り

ま
し
た
。 

 

27
日
の
出
発
集
会
は
、
午
前
９
時
か

ら
直
江
津
の
海
浜
公
園
で
行
わ
れ
、
平

和
委
員
会
や
年
金
者
組
合
な
ど
の
団
体

か
ら
集
ま
っ
た
50
人
ほ
ど
の
行
進
参
加

者
が
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま

し
た
。 

 
党
議
員
団
は
３
名
全
員
が
そ
ろ
い
、

代
表
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
は
し
づ
め

法
一
議
員
団
長
は
、｢

来
年
の
被
爆
70

周
年
を
前
に
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
の
閣
議
決
定
を
す
る
の
は
許
さ
れ

な
い｣

と
訴
え
ま
し
た
。 

 

北
海
道
か
ら
ヒ
ロ
シ
マ
ま
で
通
し
て

行
進
す
る｢

通
し
行
進
者｣

の
山
内
金
久

さ
ん(

東
京
都
板
橋
区)

は
、｢

新
潟
県

の
前
に
通
っ
た
山
形
県
の
あ
る
村
で

は
、
出
発
集
会
に
参
加
し
た
村
の
職
員

の
方
が
、
役
場
に
駆
け
込
ん
で
た
く
さ

ん
の
署
名
を
集
め
て
き
て
く
れ
た
り
、

村
長
さ
ん
自
ら
が
村
内
を
行
進
し
て
く

れ
た
り
し
て
く
れ
た
。
平
和
を
大
切
に

と
い
う
思
い
が
、
全
国
津
々
浦
々
か
ら

わ
き
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ

て
い
る｣

と
報
告
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
山
内
さ
ん
は
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
の
名
手
と
あ
っ
て
、
す
て
き
な
演
奏

を
披
露
し
、
参
加
者
全
員
が
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
平
和
の
歌
を
歌
い

ま
し
た
。 

 

行
進
は
、
直
江
津
を
出
発
し
た
あ

と
、
上
越
大
通
り
を
高
田

ま
で
歩
き
通
し
、
雁
木
通

り
プ
ラ
ザ
で
小
休
止
し
た

あ
と
、
妙
高
市
に
引
き
継

ぎ
、
こ
の
日
の
夕
方
に
は

妙
高
高
原
関
川
の
県
境

で
、
長
野
県
の
メ
ン
バ
ー

に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。 
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 全市の消防団が一堂に会して日

頃の訓練の成果を確認する消防の

市長点検が22日、市役所春日野駐

車場を会場に行われました。 

 どの方面隊のチームも、仕事の

合間に時間をやりくりして訓練を

重ねてきたとは思えないほどすば

らしい動きで、万が一の際にも市

民の安全を守ってくれるものと頼

もしく感じられました。 

 

∆╢ǶǞǬȈ ʝ  

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
演
奏

す
る
山
内
さ
ん 


